日本キリスト者医科連盟（ＪＣＭＡ）静岡部会
デンマーク牧場福祉会　　共催による　講演会のお知らせ
桜が咲き新緑を迎える季節となりました。「まきばの家」や「こひつじ診療所」が開かれて早１０年が経ちました。牛舎の大改修がすみ、一新した乳製品製造ラインにより牛乳、ヨーグルト、アイスクリームが製造されています。「酪農体験教室」が設置され､より多くの皆様に開かれた牧場として歩み始めました。
６月１０日（土）、キリスト教愛真高等学校が開校以来２８年にわたり教鞭をとられた小田弘平さんを、お迎えして講演会を開きます。愛真高校は島根県江津にあり、基督教独立学園（山形県小国）、愛農学園高校（三重県青山）と同じ流れをくむ、自然豊かな環境にある少人数の全寮制高校です。「人は何のために生きるのか」という人間の根本問題を中心に据え、自立的精神の育成を目指す学習が行われ、朝夕の礼拝、平和学習、作業や調理、音楽などの芸術を大切にしています。生徒たちと共に歩まれ、定年を迎え喜びにあふれられている小田弘平さんよりお話を伺い、偽りと嘘であふれた社会、主体性や多様性を認めようとしない管理教育に抗して歩んでいけますように、いろいろ学び合えばと願っています。
どうぞご参集ください。
日時：　２０１７年　６月１０日（土）　午後１時半より４時頃まで
場所：　デンマーク牧場　まきばの家　　
内容：　講演　「生きることと学ぶこと
―キリスト教愛真高等学校の教師生活を振り返って―」
　　　　　　　小田　弘平　氏　
　　　　懇談会　
〔小田　弘平さん　のプロフィール〕
１９８８年４月開校されたキリスト教愛真高等学校の教師として２０１６年３月まで勤務。
その間、国語、聖書、保健、作業などの教科担当、また寮監、教頭などを務める。
２０１６年４月より、沼津市に在住。
〔小田さんより　講演の概要〕
私は昨年３月、生徒たちと生活を共にする全寮制高校の教員生活を終えて定年退職しました。
その際月は生徒と教師が共に真理を目指して歩んだ日々でした。教えるとは学ぶことでした。
今、考えることは『生きることと学ぶことはひとつである』ということです。
こうしたことを拙い私の体験を通してお話させていただく思います。

袋井駅からの送迎希望の方は、１２時５０分に　袋井駅の南口を出たところに集合下さい。
事前に、こひつじ診療所のスタッフか、武井までご連絡下さい。
ＪＣＭＡ静岡部会長　こひつじ診療所　院長　武井　陽一　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まきばの家　こどもの家　施設長　松田　正幸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディアコニア　施設長　金高　美江子　　　　　　
問い合わせ先Telこひつじ診療所：０５３８－２３－０６６０、まきばの家：０５３８－２３－０７７０
追伸：６月１１日（日）１０～１２時　アクト研修交流センター４０３号室にて、小田弘平氏に
　　　　「人間になる」と題してフィレモンへの手紙を聖書講話して頂きます。
よろしければ、こちらへも参加ください。　　問い合わせ先　武井陽一　浜松聖書集会　
